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問010045解説
◆解答

設問１ オ

設問２ ａ キ ｂ ア ｃ ア ｄ ア

◆解説

機械語命令の実行に関する問題である。

次の手順で考える。

① 与えられた１６進数表記の命令を１６ビットの２進数表記に変換する。

② ２進数表記を使用して、命令コードの種類(op)、レジスタ番号(r)、分岐命令の有無(m)、

指標レジスタの番号(x)、ベースレジスタの番号(b)、アドレスの変位(d)を求める。

③ 表２を使用して実行アドレスの算出

④ 命令コードの実行

⑤ 実行後のレジスタ内容の確認

⑥ 条件コードレジスタ(CC)に値を設定する。

具体的問題を利用して、命令実行手順を検討する。

① １６進数表記の命令１９８３を２進数に変換する。

１９８３ｈ → ０００１１００１１０００００１１

② ２進数表記の命令を分析する。

ⓐ 命令コードの種類は、最初の４ビット０００１で、命令コード１の内容になる。

ⓑ レジスタ番号は、次の２ビット１０で、２となる。

ⓒ 指標レジスタ番号は、次の２ビット０１で、１となる。

ⓓ ベースレジスタ番号は、次の２ビット１０で、２となる。

ⓔ アドレスの変位は、次の６ビット００００１１で、３となる。

③ 実行アドレスの算出

指標レジスタの番号(x)、ベースレジスタの番号(b)、アドレスの変位(d)の値を利用して実

行アドレスを算出する。

与えられた条件では、ｘ＝２、ｂ＝１、ｄ＝３であり、ｘ、ｂは０以外の場合の算出法で

あり、表２より(ｘ)＋(ｂ)＋ｄで計算する。

指標レジスタ番号１の内容は０００３であるから、(ｘ)＝０００３、ベースレジスタ番号

２の内容は０００２であるから、(ｂ)＝０００２、ｄは０００３であるから、実行アドレス

の計算は次のようになる。

０００３＋０００２＋０００３＝０００８

求める番地は０００８ｈとなる。
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設問２に示す主記憶装置に格納されているプログラムを００１０ｈ番地から実行した内容を

次に分析する。

① ００１０番地の命令１２Ｃ０ｈの実行

１２Ｃ０ → ０００１００１０１１００００００

命令コード １

レジスタ番号 ０

指標レジスタ番号 ２

ベースレジスタ番号 ３

アドレスの変位 ０

実効アドレスの計算 (２)＋(３)＋０＝０００２＋０００１＝０００３

実効アドレス０００３ｈに格納されている内容 ０００３ｈ

レジスタ番号０の内容０００４ｈ

命令実行後の値は ０００３ｈ ＯＲ ０００４ｈ → ０００７ｈ

実行後の値０００７ｈをレジスタ番号０に設定する。０００４ｈ → ０００７ｈ

ＣＣの値 ０１

② ００１１番地の命令２４Ｃ０ｈの実行

２４Ｃ０ → ００１００１００１１００００００

命令コード ２

レジスタ番号 １

指標レジスタ番号 ０

ベースレジスタ番号 ３

アドレスの変位 ０

実効アドレスの計算 (３)＋０＝０００１＋００００＝０００１

実効アドレス０００１ｈに格納されている内容０００１ｈ

レジスタ番号１の内容０００３ｈ

命令実行後の値は ０００１ｈ ＡＮＤ ０００３ｈ → ０００１ｈ

実行後の値０００１ｈをレジスタ番号１に設定する。０００３ｈ → ０００１ｈ

ＣＣの値 ０１

③ ００１２番地の命令３８Ｃ２ｈの実行

３８Ｃ２ → ００１１１０００１１００００１０

命令コード ３

レジスタ番号 ２

指標レジスタ番号 ０

ベースレジスタ番号 ３

アドレスの変位 ２

実効アドレスの計算 (３)＋０００２ｈ＝０００１ｈ＋０００２ｈ＝０００３ｈ

実効アドレス０００３ｈに格納されている内容０００３ｈ

レジスタ番号２の内容０００２ｈ

命令実行後の値は ０００３ｈ ＥＯＲ ０００２ｈ → ０００１ｈ

実行後の値０００１ｈをレジスタ番号２に設定する。０００２ｈ → ０００１ｈ
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ＣＣの値 ０１

④ ００１３番地の命令４８１５ｈの実行

４８１５ → ０１００１００００００１０１０１

命令コード ４

レジスタ番号 ２

指標レジスタ番号 ０

ベースレジスタ番号 ０

実効アドレス ２１

ｍの値 ２

ＣＣの値 ０１

命令実行後の値は ０００２ｈ ＡＮＤ ０００１ｈ → ００００ｈ

分岐は実行しない。

⑤ ００１４番地の命令４Ｃ１６ｈの実行

４Ｃ１６ → ０１００１１０００００１０１１０

命令コード ４

レジスタ番号 ３

指標レジスタ番号 ０

ベースレジスタ番号 ０

実効アドレス ２２

ｍの値 ３

ＣＣの値 ０１

命令実行後の値は ０００３ｈ ＡＮＤ ０００１ｈ → ０００１ｈ

実効アドレスが分岐する。分岐後のアドレスは００１６ｈとなる。

⑥ ００１６番地の命令２８Ｃ１ｈの実行

２８Ｃ１ → ００１０１０００１１０００００１

命令コード ２

レジスタ番号 ２

指標レジスタ番号 ０

ベースレジスタ番号 ３

アドレスの変位 １

実効アドレスの計算 (３)＋０＝０００１＋０００１＝００１０

実効アドレス０００２ｈに格納されている内容０００Ｆｈ

レジスタ番号２の内容０００１ｈ

命令実行後の値は ０００Ｆｈ ＡＮＤ ０００１ｈ → ０００１ｈ

実行後の値０００１ｈをレジスタ番号２に設定する。０００１ｈ → ０００１ｈ

ＣＣの値 ０１
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設問１

命令１９８３を実行した場合の実効アドレスを求める問題である。

与えられた条件では、ｘ＝２、ｂ＝１、ｄ＝３であり、ｘ、ｂは０以外の場合の算出法で

あり、表２より(ｘ)＋(ｂ)＋ｄで計算する。

指標レジスタ番号１の内容は０００３であるから、(ｘ)＝０００３、ベースレジスタ番号

２の内容は０００２であるから、(ｂ)＝０００２、ｄは０００３であるから、実行アドレス

の計算は次のようになる。

０００３＋０００２＋０００３＝０００８

求める番地は０００８ｈとなる。求める答えはオとなる。

設問２

実効アドレス計算に関する問題である。

００１０番地の命令１２Ｃ０を分析すると、命令コードは１、レジスタ番号は０、指標レ

ジスタ番号は２、ベースレジスタ番号は３、アドレスの変位は０となり、実効アドレスの計

算は次式になる。

(２)＋(３)＋０＝０００２＋０００１＝０００３

実効アドレス０００３ｈに格納されている内容は０００３ｈ、レジスタ番号０の内容は００

０４ｈであるから命令実行後は

０００３ｈ ＯＲ ０００４ｈ → ０００７ｈ

レジスタ番号０に０００７ｈが設定される。

００１１番地の命令２４Ｃ０を分析すると、命令コードは２、レジスタ番号は１、指標レ

ジスタ番号は０、ベースレジスタ番号は３、アドレスの変位は０となり、実効アドレスの計

算式は次式になる。

(３)＋０＝０００１＋００００＝０００１

実効アドレス０００１ｈに格納されている内容０００１ｈ、レジスタ番号１の内容０００３

ｈであるから命令実行後は

０００１ｈ ＡＮＤ ０００３ｈ → ０００１ｈ

レジスタ番号１に０００１ｈが設定される。

レジスタ番号０は０００７ｈで、ａの求める答えはキとなる。レジスタ番号１は０００１

ｈとなり、ｂの求める答えはアとなる。

００１３番地の命令４８１５を分析すると、命令コードは４、レジスタ番号は２、指標レ

ジスタ番号、ベースレジスタ番号共に０となり、ｍの値は２、ＣＣの値は０１であるから命

令実行後は

０００２ｈ ＡＮＤ ０００１ｈ → ００００ｈ

論理演算結果が００００ｈとなるため、分岐は実行しない。ｃの求める答えはアとなる。

００１６番地の命令２８Ｃ１を分析すると、命令コードは２、レジスタ番号は２、指標レ
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ジスタ番号は０、ベースレジスタ番号は３、アドレスの変位は１となり、実効アドレスの計

算は次式になる。

(３)＋０＝０００１＋０００１＝００１０

実効アドレス０００２ｈに格納されている内容０００Ｆｈ、レジスタ番号２の内容０００

１ｈであるから命令実行後

０００Ｆｈ ＡＮＤ ０００１ｈ → ０００１ｈ

レジスタ番号２に０００１ｈが設定される。ｄの求める答えはアとなる。


